






Type Thesis or Dissertation
Textversionnone
Kyoto University
― 1 ― 
（  続紙  １）  
京都大学  博士（教育学）  氏名  時岡 良太  
論文題目   心理臨床における「自分」に関する研究  
（論文内容の要旨）  
 本研究は、心理臨床における「自分」についての探究を行ったものである。本研
究は大きく第 1 部と第 2 部に分かれており、第 1 部（1 章～3 章）では、「自分」とは
何かということについて検討し、第 2 部（4 章、5 章）では、現代の「自分」のあり方
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本研究は大きく第 1 部と第 2 部に分かれており、第 1 部（1 章～3 章）では、「自分」
とは何かということについて検討し、続く第 2 部（4 章、5 章）では、現代の「自分」




























 このように、第 1 部においては、「自分」という広い概念に対して、丁寧に「スケッ
チ」をおこなっていること、そして、ともすれば迷路に入り込みがちな概念に対して、
わかりやすくそれを呈示したことは、評価に値すると考えられる。  
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